
                                                                           
                                                                      

  令和５年６月３０日 
 

病害虫発生予察情報（飛騨地域） ７月予報 

 
○主な病害虫の発生状況及び今後の予測（７月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６～８月は「農薬危害防止期間」です。農薬ラベルの表示事項の遵守と周辺の環境への飛散防止を徹底しましょう。  

 

 

 防除時期 

１半旬 ２半旬 ３半旬 ４半旬 ５半旬 ６半旬 １半旬 ２半旬 ３半旬

葉　い　も　ち

　

発生量：やや多

紋枯病

　

発生量：並

セジロウンカ

発生量：並

斑点米カメムシ類

果樹カメムシ類

　

発生量：やや多

ナシヒメシンクイ

発生量：並

リンゴ斑点落葉病

発生量：
並～やや多

発生量：
並～やや多

果
　
　
樹

発生消長の一例と防除時期の目安
防除上の注意事項等7月 8月

水
稲

病害虫名
発生量

水平進展

← 定期防除 →

垂直進展

初飛来

本田へ侵入

畦畔で増加

（穂いもち）

ふ化幼虫発生期

フェロモントラップの誘殺量

本田での発生量

本田での発生量

予察灯への誘殺量

本田での発生量

← 定期防除 →

本田での発生量

ほ場での発生量



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県病害虫防除所では、この他に病害虫の詳細な調査データを 

ホームページにて公開しています。（トップページQRコード→) 

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2934.html 

飛騨支所 〒506-8688 高山市上岡本町 7-468  

TEL (0577)33-1111(内線 245) FAX (0577)34-2706               

東海地方１か月予報（７／１～７／３０）  名古屋地方気象台 ６月２９日発表 

向こう１か月の平均気温は平年並か高いでしょう。降水量は平年並か多く、日照時間はほぼ平年並の見込みです。 

 期間の前半は、平年と同様に曇りや雨の日が多く、期間の後半は、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。 

図２ フェロモントラップによるチャバネアオカメムシ 

誘殺数の推移（飛騨市古川町） 

図１ 予察灯よるチャバネアオカメムシ 

誘殺数の推移 （高山市国府町） 

１半旬 ２半旬 ３半旬 ４半旬 ５半旬 ６半旬 １半旬 ２半旬 ３半旬

べ　　と　　病

発生量：やや少

タネバエ

発生量：並

灰色かび病

すすかび病

発生量：並

アザミウマ類

発生量：並

タバコガ類

発生量：並

アブラムシ類

発生量：並

野
菜
全
般

ホ
ウ

レ
ン
ソ

ウ

病害虫名
発生量

発生消長の一例と防除時期の目安

防除上の注意事項等7月 8月

ト
マ
ト

発生量：
並～やや多

←播種時粒剤散布→

← 定期防除 →

ほ場での発生量

黄色水盤による誘殺

フェロモントラップ

の誘殺量

誘引剤による誘殺量

白ぶくれ果の発生量

ほ場での発生量

ほ場での発生量


